
 

 

平成 29 年 12 月 21 日 

  

   東北大学大学院工学研究科インフラ・マネジメント研究センター 

 

 この度、東北大学大学院工学研究科インフラ・マネジメント研究センターは、 

産学官金連携フェア2018みやぎ「ビジネスマッチング展示会・商談会」に出展しま

すことをお知らせいたします。内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）

の採択課題であるインフラ維持管理に関する研究開発及び、国立研究開発法人新エ

ネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）により採択された研究開発の展示・紹介

を致します。 

 

記 

 

1. 日 時：平成 30 年  1 月 18 日（木）10:00～17:00 

2.  開 催 場 所：仙台国際センター 展示棟 展示室 1・2 

（仙台市青葉区青葉山無番地） 

3. 出展ブース：３５、３６ 

4. 主な出展内容：※①②の概要は別紙資料を参照 

① 東北インフラ・マネジメント・プラットフォームの構築と展開 

（東北大学大学院工学研究科インフラ・マネジメント研究センター、 

八戸工業大学、岩手大学、秋田大学、日本大学） 

 

② コンクリートひび割れ自動抽出システム ～AI 搭載点検支援システム～ 

（首都高技術株式会社、国立大学法人東北大学、 

国立研究開発法人産業技術総合研究所）  

「産学官金連携フェア 2018 みやぎ」への出展のお知らせ 
 

 

【問い合わせ先 】 

東北大学大学院工学研究科 

インフラ・マネジメント研究センター  

担当 鎌田，早坂, 高橋 

電話：022(721)5503 

E-mail: staff-imc@ml.tohoku-imc.ac.jp 
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東北インフラ･マネジメント･プラットフォームの取組み
東北大学大学院工学研究科インフラ･マネジメント研究センター
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2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

製造業 建設業 卸売業 小売業 サービス業（DI 、%p）

グランドデザインの策定と提言グランドデザインの策定と提言
東北地域が抱える課題を抽出する東北地域が抱える課題を抽出する

地域間の連携強化地域間の連携強化
地域実装支援拠点として、東北の主要大学と連携する地域実装支援拠点として、東北の主要大学と連携する

先端技術の実装支援先端技術の実装支援
研究者のシーズと発注側(自治体)のニーズのマッチングを行う研究者のシーズと発注側(自治体)のニーズのマッチングを行う

情報基盤の整備情報基盤の整備
既存のデータベースを活用し、業務の効率化･高度化･コスト削減等を図る既存のデータベースを活用し、業務の効率化･高度化･コスト削減等を図る

「1橋を支える人口」の調査 （2017年3月IMC調査）
東北6県
青森県
岩手県
宮城県
宮城県
(仙台市除く)

秋田県
山形県
福島県
仙台市

総人口
1,308,265

管理橋梁数 1橋人口

1,279,594
2,333,899

1,251,740

1,023,119
1,123,891
1,914,039
1,082,159

6,561
12,683
11,470

10,662

11,429
8,258
16,476
808

199
101
203

117

90
136
116
1,339

全都道府県ならびに市町村の
現状調査を実施

地域格差が拡大しており、
地域毎の課題に対応することが必要

全国平均
東京都
東京都(23区)
横浜市

192人 / 橋
3,300人 / 橋
7,695人 / 橋
2,159人 / 橋

出典：人口…2016年国勢調査(総務省統計局)、橋梁数…各県の道路メンテナンス会議資料

宮城県 県工事建設投資の推移と見通し
県工事建設投資(建設工事出来高)は、震災
復興需要を背景に震災前の2010年と比
較して2013年には約7倍まで増加した
が、今後は震災前の水準まで激減する見
込みである。
(パンフレット概要版本文より抜粋)

建設工事予算が減る中で、いかに維持・
管理の質を確保するかが課題
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県工事建設投資額は
震災前の水準
まで激減

震災発生

技術情報の共有･発信技術情報の共有･発信
各種シンポジウムの開催や関連イベントへ出展し、
情報発信を行う
各種シンポジウムの開催や関連イベントへ出展し、
情報発信を行う

EE東北

仙台市での実証 インフラの管理者、技術者の育成

山形県道路橋梁メンテナンス統合データベースシステムの開発･運用

連携大学 産学官連携による｢インフラツーリズム｣の取組み

橋梁管理の現状
全国2559の橋が通行規制　老朽化、財政難で改修遅れ

出典：朝日新聞2017年11月26日  (http://www.asahi.com/articles/ASKCT56BWKCTUTIL01P.html) 出典：河北新聞2017年12月4日朝刊

橋老朽化  通行規制2559件
自治体管理66万橋調査  改修進まず
(朝日新聞記事より抜粋)

橋の修繕費50年で27兆円
(河北新聞記事より抜粋)

建設技術公開イベントへ出展
し、インフラ維持管理に関する
先端技術について、パネルや実
機展示にて情報発信を実施

業種別従業員数過不足DIの推移(中小企業)

建設業の現状

建設業(中小企業)は特に人材不足が顕著

資料：中小企業基盤整備機構･中小企業庁 ｢中小企業景況調査｣
（注）  従業員数過不足DIとは、従業員の今期の状況について、｢過剰｣と答えた企業の割合(％）から、
        ｢不足｣と答えた企業の割合(％)を引いたもの
出典：経済産業省「平成28年度中小企業の動向」

出所：建設投資額は国土交通省「建設総合統計」より宮城県土木部作成 / 出典：「新・みやぎ建設産業振興プラン平成28年度～平成31年度」パンフレット概要版

八戸工業大学
岩手大学
秋田大学
日本大学

産学官連携の取組みとして、インフラ資源を中心とした観光資源の掘り起こし、そのプロモー
ション効果の可視化を図る取組みを実施　　   　　　　　※実証フィールド：宮城県川崎町

第1弾
「ダム探検＆コンクリート
のひみつ」
2017年8月19日
場所：釜房ダム管理所

第2弾
「人の暮らしをつなぐ
｢橋のひみつ｣ツアー」
2017年11月18日
場所：川崎町交流促進センター

2017年5月16日　場所：仙台市内
カメラ搭載のドローンによる橋梁点検を支援する技術の
有効性と課題の検証を行う実証実験を、仙台市と実施

｢橋梁の打音検査ならびに近接目視を代替する飛行ロボッ
トシステムの研究開発」
東北大学未来科学技術共同開発センター
大野 和則 准教授
※戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)(内閣府)の採択課題

人材育成の枠組み構築人材育成の枠組み構築
インフラの管理者、技術者、次世代の担い手を育成するインフラの管理者、技術者、次世代の担い手を育成する

「DBMY」の概要と産学官連携によることのメリット

DBMY
山形県基準の様式

台帳
諸元 診断

定期
点検

補修
履歴

登録
更新

抽出
閲覧

データベースエンジン

・ 書込み
・ 記録
・ 読出し

SIP成果(地方道版DB)

山形県基準
各種帳票

データベースのコアの部分について
SIP成果である｢地方道版DB｣を活用

①NEXCOの技術力と信頼性
②山形県の状況への適合性を両立した高品質で
　使いやすいDBMYを早く･低価格で使用できる。
　(市町村にもサービスを安価に提供)

山形

山形県建設

県内
全35
市町村

東北大学
IMC

「DBMY」開発・運営プロジェクトのスキーム

SIP事業

NEXCO東日本
東京大学 等

地方道版
DBの開発

地方道版DB
開発への協力

地方道版DB
成果の提供

「地方道版DB｣を山形県基準の様式にカスタマイズした
「DBMY｣を共同で開発･運営　(H28.9協定）

H29.4～
DBMYサービス

の提供

2017年10月11~13日
場所：宮城県富谷市

東北地方の自治体職員を対象
とした、「公共施設のアセット
マネジメント」にて、公共施設
の維持管理についての講演等
を実施

東北自治研修所 行政課題研修
2017年7月20日
場所：仙台市内

宮城県建設センターの技
術職員を対象に、技術力の
向上を目指した講習会を
実施

宮城県建設センター 技術研修
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